
近年の世界遺産委員会開催状況および世界遺産動向（2022 年７月以降） 

 

１．近年の世界遺産委員会等開催状況および今後の開催予定 

 

■第 18 回世界遺産委員会臨時会合 

開催地：パリ（フランス） 

期間：2023 年１月 24・25 日 

 

○パリ・ユネスコ本部にて開催され、延期されていた第 45 回世界遺産委員会の開催時期お

よび開催地が決定された。 

○緊急的登録推薦により、下記３件の遺産が新たに世界遺産リストへ登録された。すべて文

化遺産である。 

・マーリブ、サバの古代王国のランドマーク（イエメン共和国） 

・トリポリのラシッド・カラミ国際見本市（レバノン共和国） 

・オデーサ歴史地区（ウクライナ） 

※「緊急的登録推薦」とは、世界遺産の顕著な普遍的価値(OUV)を疑いの余地なく有する

と判定された資産が、自然現象や人為的活動による被害を受けている、もしくは重大かつ

具体的な危険に直面している場合に、通常の手続きを適用せず、緊急案件として、資産の

世界遺産リストへの推薦、審査を行なうことである。緊急的登録推薦され、世界遺産委員

会での審議を経て世界遺産リストに記載された資産は、危機遺産リストにも同時に記載

される。 

 

■第 45 回世界遺産委員会 

開催地：リヤド（サウジアラビア） 

期間：2023 年９月 10 日～９月 25 日（予定） 

 

 

２．世界遺産動向（第 18 回世界遺産委員会臨時会合の結果を受けて） 

 

○前項３件の遺産の世界遺産リストへの登録により、世界遺産総数は 1,157 件となった。

（後述の表参照） 

〇前項３件の遺産は、同時に危機遺産リストに登録されたため、危機遺産リスト登録件数は

55 件となった。 

 

※「観光検定公式テキスト」（2020 年 4 月発行）に記載の世界遺産関連の情報は、第 43 回

世界遺産委員会（2019 年）までのものです。第 44 回世界遺産委員会拡大会合（2021 年）



および第 18 回世界遺産委員会臨時会合（2023 年）の結果を受けて、世界遺産の数につい

て、下記の表にてまとめます。 

 

世界遺産数 第 44 回世界遺産委員会拡大会合（2021 年）後 

 文化遺産 自然遺産 複合遺産 合計 

第 43 回委員会まで 869 213 39 1121 

第 44 回委員会拡大会合での追加 29 5 0 34 

「リヴァプール-海商都市」削除 －１   －１ 

合計 897 218 39 1154 

 

 

世界遺産数 第 18 回世界遺産委員会臨時会合（2023 年）後 

 文化遺産 自然遺産 複合遺産 合計 

第 44 回委員会まで 897 218 39 1154 

第 18 回委員会臨時会合での追加 3 0 0 3 

合計 900 218 39 1157 

 

 

 

 

 


